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北インドにj迂ける稲作技術発達史上の諸問題

まえがき

I マプfグ国・マウリヤ朝時代（西紀前6～2世紀）

の稲作

II 中世の稲作

m イギリス統治初期の東北インドの稲作事tli

む －r rl 

京え が き

インド農業経済史の研究は，独立後に実施された土地

改革の実態・性格を明らかにするという親題との関連も

あって，これまで主として，イギリス統治下になされた

地租査定とそれに伴う土地所有・利用関係の変化，地主

・ノI、作関係、の展開と小作立法の制定，それによる農村社

会の諸階層・諸階級の社会・経済関係、の変化を対象とし

てきた。農業経常の具体的内容，農業生産力の構造・とい

った問題はどちらかといえば等閑祝されてきた。

しかし，最i互いわゆる「緑の革命Jの実施に当たって

直面した諸問題を解決するために，農業生産力の歴史的

変遷が研究課題として重要視されるようになってきた。

本稿では， ・i!i"代，中世，イギリス統治直後のインドの

稲作に関する史料・文献を検討して，インドの在来の稲

作技術の歴史上の問題点を整理してみた。今後の研究の

ための覚書としてまとめたものである。

地域としては，古代，中世の事情と連続して比較でき

るところとして，現在のビ、ハール州のフ。ノレニヤー民主とガ

ヤー県を選んだ。

本稿は，イギリス統治時代のインドの農業史研究のた

めに，植民地化直前の農業生産水準を確定する作業の高I]

産物としてまとめたものであり，今後より一層深めてい

きたい。とくに個々の農家経営の具体的な労働過程，労

働札織については改めて論じたい。

本稿をまとめるにあたって山崎利男，定家孝司のi両氏

に貴重な文献を借覧させていただいた。ことに記して謝

意を表したU、。
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I マガダ国・マウリヤ朝時代（西紀

前6～2.世紀）の稲作

この時代の経済におけるもっとも重要な現象は鉄製造

兵の普及であった。鉄の普及とともに型の性能がよくな

った。鉄製の委~刃が用いられていたことは『ジャータカ』

にしばしば述べ九れている。鉄鍛冶工は彼らだけの府IL

区に集団をなして｛よみ，近隣の村々から人びとが刃物，

斧， ！j'！刃，突俸を作ってもらいにやってきた（注1）。凶紀

前日世紀にパー土ニによって著わされたサンスクリット

文法舎には以下のような農機具の名称が挙げられてい

る。

1W (hala), 大型都（haliまたは jitya), 型車占（isha),

翠柄（potra），恕刃（kusl），続（yuga），牡牛を斬iに繋ぐ

綱（yo回または yoktra），あるいはA'・紐（naddhri), ill 

戸から揚水するための椀（yuga）と太くて長い綱（varat-

ra），鞭（vyaja~または totra），鋤（khanitra, akhanaま

たは akhana），除草用(I；鍬（staml》aghna），刈取り照鎌

(clatraまたは lavitra），風選箕（［iirpa）＜注2）。

米の種類としては， vrihi, fali, mahavrihi, hayana, 

shastikii, nivaraが区別されていた（注3）。ここで注目

されるのは faliの出現である。ヴェーダ時代には米は

ー殺に vrihiを呼ばれ，色や形態や栽培期間によって，

l~l米，黒米，早生米，大米などと呼ばれていた（注 4 ）。

vrihiは雨期のはじめに播種され，秋に稔るといわれて

いた（柱5＇°これに対し勾 Iiは移植され，冬に稔るもの

とみなされている（注6）。これは新種の発見もしくは品種

改良の結果としての晩生種の発見と考えられる。

農作業については，パーニニは型耕，播種，刈取，脱

穀，風選を意味する語を挙げている（注7）。移植を意味す

る語がないことは， faliの作付がこの時代にまだ一般的

でなかったことを示すものであろうか。肥料として牛骨

粉，牛糞，スヌヒ樹の乳液を混ぜた魚が用いられていた



といわれるが（注8），それが稲作にも用いられていたかど

うかはわからない。

この時代の濯慨は仏典に掛かれている。西紀前5～2

世紀の様相を伝えるものとみなされる『ジャータカ』に

はつぎのような箇所がある。「－惟尊は，マガダの岡が〔准

班用水路や畦で］方形状に並び，列状に主主び，堤防で［，（

i両され，〔水路や畦が〕十寸t状に交わ fヨているのを見た。｜

配水は専門家によって行なわれていた。彼らは『彼らの

！必u、のままに水を導いた。J農夫である家長わなすべきー：

事とは何か。 「比丘たちょ。刊ーの農犬である家長は，は

じめ聞をよく耕L，平L，はじめに岡を耕し平したのも，

時期をみて種を蒔き， II寺期をみて種を蒔いたのち，時に

は水を引入れまた放出する……」／注射。灘概用水源は井jj 

や溜池や小河川であったように思われる。灘概はきわめ

て重視されており，濯概施設を破損したり，その利用を

ほしいままにする者は国家によって厳しく罰せられるこ

とにな η ていた。国家はまた資材の提供や一定期間の免

税指置などによって，農民が護班施設を建造することを

奨励した（注10）。これらの濯瓶用水源から耕地に導水する

方法が具体的にどのようなものであったかはわからな

い。メガステネースによれば〉国家の農業監督官の任務

は，エジプトにおけると同じように，土地を測量し，す

べての者が等しい水の供給を受けるように，幹線用水路

から支線用水路に水を入れる水門を監視することであ円

た（出I）。しかし，その水門の構造がどのようなものであ

り，配水の規制が庄のように行なわれたかは，よくわか

らない。井戸，溜池など，水商が耕地面より低い；）＜t原か

ら揚水する場合には，はねつるベ，なげつるベ，モト（牡

牛一対が大きな革袋を滑車を通して網で引き上げるも

の〉が用いられていたように思われる（注12）。

稲以外の作物を含めると，通年栽培が可能で， 9～10

月に播種される作物，夏季に播種されるf判勿，春季に播

穏される作物，あるいは雨季作物，冬作物，審作物の 3

季作が区別されていた（住13）。

Ci主1) ru崎元一ー 「仏典に記述された古代インド

の村落」 （松井透編 『イ γ ド土地制度史研究』 東京

大学出版会 1971年） 15へージ。 Bose,A. N., Social 

and Rural Economy of Northern India, 6仰 R.

C. 2，卯 .4.D., Vol. 1, Calcutta, 1961, p. 238. 

（注 2) Agarwala, V. S., India as known to 

Panini, Univ.。fLuknow, 1953, pp. 198-199.ヴェ

ーダ時代には想は一般に la凸galaと呼ばれていた。現

在のイントでも両ベンガノレ，マハーラーシ lヲなどで
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は:lj'iを現わす言葉として l創 1galまたは n姐，galが広〈

胤いられている。これに対しピハール，ウツタノレ・プ

ラデシなど北インドでは halまたは barが一般に用い

られている。岩本氏は latlgalaという言葉がイ γ ド・ア

ーりアン語ではなく，ムンダ一語系であるということ

から，インド・アーりア人は型の使用を先住民のヨル族

(Cols）かム学：んだ，と考えておられる（お本総 「古代

fンドの農業J（『肯代史講座』学生社昭和138年第

8巻〕 254ベージ）。在来の l!lngalaに形態・構造・機能

面子何ムかの改良を加えたものが， halaモ呼ばれるよ

うになっ去のか，あるいはまったく別個の起源を有す

ろものかはパ、主だ明らかでない（Govt.of India, An-

thropological Survey, Peasant L約仇 India,Cal-

cutta, 1961）。

（派 3) Agarwala, op. cit., pp. 103, 205-206. 

（涼4）府本前掲論文お6ベージ。

(It 5) Macdonell, A. A. and A. B. Keith, 

Vedic Index of Names and Subjects, London, 

1912, pp. 182ー183.

（往6) Agぽ wala,op. cit., pp. 103, 206. 

アガルワラの考えが正しいとすれば，稲の田植え法

が後期ヴェーダ時代（西紀前1伺O年～6世紀〉末頃に

発見されたものと推定きれる。田植えに関する言及は

丙紀4-5世紀に活躍したと推定される詩人カーリダ

ー＋の『ヲグ・ヴァンシヤ』にはじめて見出されると

いう（Maity,S. K., The Economic Life of Northern 

India in Gψta Period ( cir. A. D. 300～500), 

Calcutta, 1957, p. 108）。 このことは田植え法の普及

がかなり緩慢であったことを示すものと解釈されょう

か。田植え法の確立，普及についてはいまだ十分に切

らかにされているとは需いがたし、。 saliが vrihiより

すくれた品種であったことは，赤シャーリは主の食物，

シャーリはすべての穀物の長，とかいう表現にあらわ

れている（Sastri,A. K., N. ed., A Com戸・ehensfr唱

団 storyof India, Vol. 2, Bombay, 1957, p. 431.）。

悦 7) Agarwala，φ. cit.，即.199-203. 

（沌 8) Kangle, R. P., the Kautilya Arthaおstra,

Univ. of Bombay, 1鉛0-63,pt. 2, 172. 

（注.9）山崎前掲論文 2, 6ベージ。 Bo田， op.

cit., pp. 134-135、
（注10) Kangle, op. cit., pp. 64, 255－お6,329.

（注11) McCrindle, J. W., Ancient India as 

Described by Megasthenes and Arrian, Rev. 2nd 

ララ
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ed., Calcutta, 1960, p包 53.

0主12) 揚水機具として挺，牡牛群または水車と，1，由

が用いられていたといわれる（B曲、 op.cit., p. 136）。

挺とははねつるべを意味し，牡牛群または水車と軸を

用いたとは，一対の牡牛が大きな革袋を滑車を通して

引き上げるそト（mot）のことであろうか。パーニニが

言及している侃と太くて長い綱というのもそトを指す

ものと解釈されょうか。 『アルタシヤ，.＇ストラ』にお

いては，国営の濯甑の施設を利用するかこ対する水利

税として，｝＇ Cもって導水する場合には収獲高の5分

の1，扇（おそらくは牡牛の胤を意味しよう）でもっ

て導水する場台には 4分力 l，機械でもって導水する

場合には 3分の l，そして河川・湖沼・鴻池・井戸か

ら汲みよげるときは 4分の lを納入 Lなければはらな

いと規定されていた。白（l1は今日も jぷくみられろ上ソ

な平ざる〈なげつるベ〉，第2はそ、，臼13:t d、l"J，初

4ははねつるベを志：味するものと解釈されるのではな

かろうか。

(iH3) Agrawala, op. cit., pp. 204-205.「アルタ

シャーストラ』によれば，雨震の多少に応じて，品）初

はシャーリ米，ヴリーヒ米，コ Vヲヴァ，胡麻，プ 1/

ヤング，ウダーラカおよびワラカを播稀し，つl、でム

ドカ，マーサ， I，よびシャーインプヤを， iii後に紅

{E, レンズ立，クラッタ，大変，小変，カラーヤ， ill!

麻仁および f；：ー了を播種すべきであった（Kang¥e,01り．

cit., p. 172)0 

IT 中世の稲作

商紀8～12世紀の聞に書かれたものと推定される『ク

リシ・パラーシャラ』（時評－para.五ara,ed. and tr. hy 

G. P. Majumdar and S. C. Banerji, Calcutta, 1960）に

よれば，実＇！は却鞍（ isa），躯（yuga),hala-sthlinu, nir・ 

yola，その pilsikli, ~4acalla, saulaおよび paccaniの

8部品から成っていた。さらに恕刃（phalakめがあった

（注い。また， 21本の釘のついた杷（viddhakめとすべて

の農作業に適する madikaがあった。他の史料からは，

鍬（khanitra），鎌または刃物（datrli），斧（kuthara），惨ま

たは杖(laguda,da~da, kol}a, ya1?ti），杭または釘（kila)

牛車があった（注2）。

この時代の諸史料に9～10種の米が言及されている。

それらは raktasali, mahasali, kalamasali sukaliili' 

nalasiili，切号tika,as'uvrihi, praslidikii, piltala，および

ラ6

k写号navrihiである（註3）。これらは大別して，刊号tikaC夏

季に60日以内に稔るもの）， vrihi （雨季米〉および il!li

（冬季米〉に分類されるように恩われる（注4）。

『クリシ・パラーシャラ』は米を dhaniyaで一括し，

その栽培の仕方について詳しく述べている。すべての農

作業が月星運行図に従って，定まった時期に遂行されな

ければならなかった。それにもとづいて作成した農事暦

が次ページの表である。

種籾はマーガ (1月～ 2}l）とパールク会ナ（ 2月～ 3

月）に集めて，日向で乾燥する。粒が織っており，殻や

他の種類の穀物の混じっていない種籾がよい。地下に保

存されたり，溝に埋められたり，雨で損われたり，灯火，

火，煙，パター，油，牛乳あるいは酸乳および塩のつい

たものは稔りが悪い（ilo5）。

マーカ’とバールグナに翠耕が始められた。 1回の1i'1耕

は勝利を， 3回の型耕は成功を， 5阿の型耕は豊穣な作

物をもたらす，といわれた。

『クリシ・パラーシャラ』のなかではっきり区別され

ているわけではなヤけれども，機構と移植の区別は今日

の商ぺンガル，パンク’ラデシュのアウスとアマンに対応

するものではないだろうか。あるいは刈取りの時期がlメ：
別されていないことからみて，冬稲の撒婚と移械による

異なる栽培方法を示すものであろうか。 （撒播の場介の

一一集者注）播種にもっとも適した月はヴァイシャーカ

(4月～5月）で，ついでジャイシタ（ 5月～6月），その

つぎがアーシャーダ（6月～ 7月）で，もっとも悪いの

がシュラーグァナ（ 7月～8月〕であった。移憶用の揺ー

種の適期はアーシャーダ，ついでシュラーヴァナで，バ

ードラ（8月～ 9月〉がいちばん悪いとされている。

J番種｛を，発芽が均等になされるようにするために，

mayikaがかけられた。

首の移植はシュラーヴァナに始まり，アーシュヴィ十

(9月～10月）までつづいた。丈の伸びた圏い苗を移植

すると稔りがよくなかった。苗を移摘するとき間隔は，

シュラーグァナには l腕尺，バードヲには半腕尺，そし

てアーシュヴィナには4指尺がよかった（注針。

アーシャーゲとシュラーヴァナには間引きをした方が

よかった。これは撤矯稲だけについて述べられているの

かどうかわからない。

除草はシュラーヴァナとパードラに行なわれるのがよ

かった。

稲を病気にかからせないようにするために，バードラ

に水を根元まで残し，余分な水を落とすのがよい。アー
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『クリシ・ノミラーシャラ』の良事！信

移植稲のi番将．に於良J))1 

移i山frijの帰艦に：llh、J) ) 

例酬の燐積に地位ノ）}1l移純水を根元まてとし，
（ 余分な水を篠とす

J } ;j（を入H

l悦穀i揚！｝）禅；備

)(iJJtj正， IIIU？~

トーt向日I]

(i=l') JJ，苓ii約t，は Walker,B., The Hindu W urld, New York, 1968.に上る。

）円nta

！？思

シュヴィナとカールチィカには，日1に＊が漏え九れるべ

きであった。

マーガシーノレシャ（11月～12Jl）に脱穀Ji)；が準備さ

れ，その中央に柱または竿が立てられた。この柱に数頭

の牡牛が綱でつながれ，刈り取った稲の l：を踏み歩かさ

れる。メiJJlilと脱穀はポウシャ（12月～ l月〕に行なわれ

た。脱穀された穀粒は量られ，倉庫に貯蔵された。

『クリシ・パラーシャラ』では施肥につL、てつぎのように

述べられている。マーカずに牛糞推肥を鋤でやわらかくし，

粉状にして， Hの当たるところで乾燥する。そしてパー

ルクーナに聞の穴に入れておいて，橋種時に施HEをする。

以上に紹介した上うに， 『クリシ・ノミラーシャラ」が

書かれた時代の稲作技術の注目すべき点として，農機具

として以前には言及されることのなかった viddhakaと

madikaまたたは mayikaが現われたこと，回補えがか

なり広まってきたこと，議籾の選別，鎮圧，間引き，除

草，中干し水の掛引きに注意が払われてU、ることがあ

げられよう。ただし，灘慨に関する言及はみられず，農

業は降雨に依存すると述べられている（住7）。

Ci長1) 与日~品，車/ti，烈刃以外の部i'u', iこ’八、て IJ,

れまでのところ解釈の A 致がみられていなト。 ＇t'i本1た

はこの記述から枠型のピルマ棋を指すもの正解釈！て

おられるが，これは疑問である（れ本格 「古代イン

ドの農書『クリシ・バラ←シャラ』について」 〔『古

代文化』 17 昭和41年〕 5ベージ〕。 IndianCouncil 

of Agricultural Research, Agriculture in A河cient

India, New Delhi, 1964. Choudhry, A. K., Early 

Medieval Village in Noth・EasternIndia (A D. 

6卯一1200),Calcutta, 1971参照。

Ci主2〕 Choudhary,op. cit., p. 157. 

（注3) Ibid., pp. 160---162. 

(il: 4) Indian Council of Agricultural R田 earch,

op. cit., p. 59.中位前JUJに耐インドで書かれたものと

椛定される KasyapamuniJ) Kesapiva-Kバsi-Sukti

には，つぎのように述べられている。 「農業専門家は

警と色にIf、じて三種の米を区別してきた。それは fali,

kalama j；よび専向tikaである。そのなかで， kalama

I：はいくぶん｜割く，輝きがあり，強い香をもっ口、る。

しかし，号a号tikaはアラーアパこよって喬りのないよう

に作られる。専門家はぬliにlI生産される国および

Utにr,c,；、じて26鱈頬あると述，：ている。JIbid., p. 62 

に引用）。

Ci主5) 『クリ γ ・バラーシャラ』では種籾の浸水

U，に •j いて述べられていないけれども，『ケサピヴァ・

クIJ／・スークティ』にはl月らかに校穫がuなわれて

いたことを示す館所がある。「……償行にしたがっし

¥jljもって水に没したものであれ，そうでないものであ

れ，選別した種子を，耕地の規則正しい畝・・・・に， し

かるべき季節に播かなければならない。」 (Ibid.,p. 69) 

Ci主6) 『k サピゲァ・クリシ・スー Fティ』には
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IEIJI白えにつし、てつiぎのように述べられている。 「緋作

者は別の荷床に密に育てられている陥の苗の来を取ら

せ，各来1：結ばせて，吉兆時を選んで，粘土が事!Jll1；に

上って柔らかくなり，ヰ1牛や山羊の糞または（腐った）

野菜で施m~ された稲田に，村伎をして，相等しい 11\J 附

0〕4"1Jをた lて， 移摘さぜなければた「、行（ ,J。（［hid.,

p. 65) 

〔i-1;7〕 このJ,',i,I)¥' 『ク I｝シ・パヲーシャヲ，ijo－， 成

立地としてベンガノレ北阿部か九ピハーノL丹東北部売HI

定するーづの恨拠に.－＇）れていろの

回 イギリス統治初期の東北インドの

稲作事情

最初に現行：の 1：・・ハール作｜のフ。ルエヤー県の例をみよ

フ。

売＇1はディナージプル県のものとほとんど変わりなく，

鎖の何＇！刃の一一筆者注〉ついていないものの割合もl,ij

じであった。県の東部では mayiと呼ばれる梯子状の道

具が耕地の均平のために用いられている。しかし，西部

ではその代わりに，長・さ 8～9フィートの厚く，幅の狭

L、板が用いられている。件jインドと異なり，それにはtl~

手がついていない。それを用いるときには，岐を使わず，

綱でもって通常2対の牡牛に繋ぐ。王室みを加えるために2

人がその上に立つ。綱の他端は板に巻きつけられるので，

摩擦で切れやすい。したがって，皮革工に作ヮてもら η

た革綱が用いられている。この板は chaukiと呼ばれる。

hida，すなわち牡牛の引く紅も広く用いられており，土

壌の闘いところでは鉄製の歯がつけられてk、る。鉄製の

粛はきわめて軽いものである。そのほか，刈取り鎌

(kachiya），除草用鉄製具（pasan), 鍬（kodali），手斧

(kurhali），鉛鎌（dao）が用いられている。家庭でもっ

とも広く用いられている籾摺り道具は木製の杵と円

(ukhali）であり，販売を目的に精米する者は艇を用いて

杵を動かす臼（dhengki）を使用している。牛車は多数あ

るけれども，肥料，穀物の運搬のような農業目的には利

用されていない。牡牛は首の上に渡された甑で引き，首を

擦りむかないようにする工夫は加えられていない（注 1）。

プキャナンはプルニヤー県の稲を春稲，夏稲，冬稲の

3種に大別している（注2）。春稲（boroと呼ばれる一41;

者注）はだんだん乾上がってはいくが，水田を潜概する

に十分な水量を中心部に常に残しているような沼地の洋

辺に主として栽培されていた。 9月16日から11月14日の
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聞に，水を一杯湛えている沼地の端に小区画の土地が定

耕される。これが苗代であり，その面積は本図面積の10

分の 1である。種籾は搭種前に36時間水に浸して，発芽

させ，そのあと草でおおった暖い所に保存する。苗代に

は水を一杯に入れ，泥状にされ，上記の期間内に播種さ

れる。その生長は平く， 10月16日から 1月11日までの間

に，水が引くにつれて沼地の内側に向かつて， 2皮移純

される。移杭のたびにその面積は前のZf音になる。 1J] 

1211から 4月11日までの｜習に最終的に移植される。こう

して橋種閥横の10倍の面積，苗代およびそれぞれの移航

H寺に利用された土地すべてに作付されることになる。全

体の約半分が栽情期間の最初の月に最終的に移植され，

きわめて稔りがよい。残りの8分の5が2ヵ月目に移植

され，作柄は普通である。 8分の3は3ヵ月日に移被さ

れ，収穫高はとるに足りない。刈取は4月12Hから 6刀

12日までの聞に行なわれる。 10カノレカッタ・ビーす＇l －~＇j

りの収量は54%マーンであった（注3）。

夏稲（bhadai）はきわめて重要な作物である。この地

方の方言で Loki,Ginodhaと呼ばれる品種は優良種で，

高台地に播種される。その刈取後に豆，油脂作物，小麦

または移植冬稲が作付けられる。移楠冬稲のあるものは

完熟直前に豆が聞に矯種されることもある。 Sasarphul

は高台地に搭種される劣等種で，その収穫後通常亜麻仁

または大麦が栽倍される。以上3者にはすべてしばしば、

Maruyaおよび Maghuyaarhar.，または時には Tulbaliと

呼ばれる豆を間作する。 4番目は Ajanで低地に作付け

られる劣等種で，通常そのあとに移植稲がつづく。 5番

flが Kabatmaniで，低地に栽培される劣等穫である。

これは晩生なので，二毛作は不可能である。後2者はし

ばしば冬稲と混作される。…..9月末または10月はじめ

に収穫される Satiと呼ばれる稲はわずかしか栽培されて

いない（注4）。

冬稲は aghanまたは hengwatと呼ばれる。冬稲の

種類はきわめて多い。劣等種はもっとも低い土地に撒播・

される。土地が極端に低い場合には3月13日から 4月11

日までの聞に播種されることもあるけれども，普通は翌

月になされる。 この種の稲の生長時に立（khe闘 ri）を聞

に矯種し，刈取後刈株の聞で稔らせる。豆は時にからし

菜（rayi）または菜種（sarisha）と混播される。同じよう

にこの種の稲の生長中に fieldpea，菜種，からし莱また

は大麦が間作される。

夏稲とともに撒播される冬稲の種類は多くない。それ

らはまたさほど劣等種でもない。それらは 2月中旬から



4月中旬までの聞に，高台地に揺種されるけれども，十

分な最の雨が降らないかぎり発芽しない。 kaunと呼ば

れるもろこしの一種および harimugと呼ばれる豆が時

として撤搭冬稲とともに栽培される。

撒播冬稲の一種は10月中旬から11月中旬にかけて完熟

する。他の品種はそれより 2ヵ月遅れて熟するの

上述の冬稲はすべて，深さ約1腕尺の7）＜が常nsrある：i:

地では移植される。水がそれ以上深くなるところでは撒

播される。これらの品種は移脱されたからといって，闘

が上くなるわけではない。完熟時になると， khesariが

その聞に橋かれる。水が多すぎたり，少なすぎたりして，

稲が損われた；場合には，その耕地に通常小麦，または大

麦，あるいは大麦・からし菜，大変・か1",L j菜・阿麻｛：

が栽f脅される。

i荷台地に栽瑞される冬稲は 9)1中旬からIO月rj:t旬の問

に移楠される。これは通常l作だけである。掃種前に発

芽された冬の移柿稲の穂子は東部では potaと呼ばれる。

そうでない種fは khaurとl呼ばれる。 vri苦flでは芽IHし

種子は chhituyaまたは achharと呼ばれ，そうでないも

のは単一に種子（biya）と呼ばれる。冬の移相自稲の劣等稀

の場｛，には苗代が作られず，厚く撒播された水閃かん荷

が取られる。これは主として西部で行なわれてし、る。古

代を作る場介iこは，そのi而積は移梢する同のffii積のj垣市P

10分の lである。

芽「J-1しをしない種子の方が一般的である。 >i＇出し種子

の場合には 1ピーガーにつき10セール必要とされるが、

そうでない場介には9セールで上い。人びとは除献にと

くに注意している1/t5）。

肥料は換金作物に対してのほかは使われていないn 't' 
糞はもっとも司般的な燃料である。

春稲は jangtCカヌー状にくりぬいた木材を挺で動か

す〕と呼ばれる粗雑な道具で潜概され，園芸作物は dab

と呼ばれるはねつるベで水を供給されている11¥:6J。

つぎに，現在のガヤーおよびパトナー県周辺の19世紀

初頭の農業事情をみよう。

農機具の種類と特徴はつぎのとおりであった。

却には鉄片がついており，形はベンガルのものとそれ

ほど違わなu、。非穣瓶地では chonggaと呼ばれる筋橋

機で，小麦，大麦， 7 スール，亜麻仁が播種される。

mayiと呼ばれる梯子状の農具は用いられていない。そ

の代わりに chaukiと呼ばれる角材が一般に使用されて

いる。この農具に釘の改良がどこでも加えられているわ
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けではなU、。通常それは鉄製鎖で引かれる。牡牛が引く

杷（bid四）はここでは使われていない。鎌にはいくつか

の種類がある。 hangsuyaまたは hangsuliは多くの種

類の穀物を刈るためのもので，小さし刃がついている。

大形の hangsuyaは草刈に用いられるもので，刃がつい

ていない。 gorasaは甘藤， janera，とうもろこしを刈り

取るために用いられるもので，曲がったくちばし状を L

ており，刃がついていない。除草用鉄製具は khurpi,

鈍鎌は <lasで，とくに変わったことはない。鍬は3種あ

る。耕地，菜園を捌る大きな四辺形の鍬は kodaliまた

は phaula!::P手ばれ， i蕎渠や溜池を掘るのに用いられる

二．角形のものも同じ名称で呼ばれている。 3番目のもの

は除草に用いられる小さい四角形の鍬で phauriと呼ば

れる。米を挽くには denghiが用いられ，日と杵はほと

んど使われていない。甘熊EH窄機はパガルプノレ県のもの

と同じである（注7）。

稲作については比較的簡略な記述しか得られない。

hora，すなわち春稲はきわめてわずかしか栽培されてお

らず，特に記すほどのこ左もなU、。 bhadaiとu、う言葉

はことでは稲に対して用いられず，雨がきわめて規則的

に来るか，または豊宮でないかぎり，60日以内に成熟する

ことがほとんどないにもかかわらず，雨季に撒播され，

刈り取られる稲は sathiと呼ばれている。それは高台地

でも低地でも栽培される。前者の；場合には，そのあとに

冬作物が作付けられることがある。低地の場介には，あ

とに栽培されるのは立だけである。

ここの稲の大部分は冬に成熟する aghaniまたは khu-

rifである。冬稲の半分以上が，雨の到来直後に，もっと

も低い土地に撒播される。種子の大部分が播種前に発芽

される。 このように処理された種子をここでは neocha

または anghurと呼んでいる。季節はじめに播かれる種

子は芽出しされず， kharwaと呼ばれている。あとで構

かれるものは芽出しされ，成長期間を節約する。筋播き

は行なわれていない。

ベハールの撒播冬稲は刈取りのとき，穂だけがとら

れ，藁は屋根葺き用に必要とされるとき以外は刈られる

ことがない。撒播冬稲の大部分には khesariが間作され

ている。

移植冬稲はすべて美味である。種子は大部分発芽後搭

種される。収穫は撒播稲と同じように行なわれる。刈

取り前に稲を横倒しにする慣行はここではみられない

（注8）。

施肥量は取るに足りない。糞推肥（dung-hill）はみら
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れない。道路や療のゴミに硝塩をしみこませたもの，灰，

その他家の腐i関の土が集められ，菜国，居住区の近くに

栽培される高価な作物，移植用稲の苗代に施されている。

議瓶がきわめて重要である。水がλ豊富に供給されると

ころでは，肥料がほとんど必要とされない。雨季の聞に

昨今生ずる晴天の日に規則的な水の供給を確保するため

に，また雨季が早く明けた場合に生ずる水不足に備える

ために．河川および貯水池から引水する用水路が利用さ

れている。貯水池のなかには延長iマイル以上の堤防を

もっているものもあるけれども，そのようなものは全体

の10分の1以卜である。あるところでは，水田1000ビー

ガーごとに延長100～150ピーガーの堤防が必要とされる

と計算されている。他のところでは延長50ピーガーのも

のはわずか 100ピーガーの土地を濯i慨するにすぎなャと

いわれる。

用水路の多くは延長数コス（ 1ゴス＝9000フィート〕

あり，乾季に多員；の水を運ぶ。用水路と貯水池の建造・修

理の費用はすべてザミーンダー／レの負担て’ある。彼は適

%な者・を任命して，小作人の聞に水を配分する。水位の

高いときは，水はこれらの貯水池や用水路の水門を通っ

て耕地に流干していく。その水門は通常中｛，§：のタル樹で

作られており， 7kを止めるときにはその一端に粘土をつ

める。用水路では土で作られた4寺的な小i艇でもって水

を各人の取入口のところまで高める。季節の終わり近く

なると，水は貯水池および用水路から揚水機でもって揚

げられなければならない。残りの水最が少ないときには，

ここでは changrと呼ばれる綱をつけた平ざるが用ャら

れる。しかし．水量がかなりあり，＊を揚げる高さが小

さいときには，カヌーのような用具が用いられる。高さ

がかなりあるときには挺で揚げる壷（latha）が好まれる。

用水路も貯水池もかなり多最の水を貯えているので，

袋民ば稲だけでなく，ノト麦，大変のような冬作物をも裁

E存することができる。

そのような冬作物および琉莱の大部分と甘茶は 2種の

井戸でもって議概される。煉瓦を並べた indaraと， そ

うでない kuyaである。前者は通常ザミーンダールによ

って進られ， f走者ほとんど常に農民によって造られる。

通常の揚水方法はすでに述べた lathaによる。ここで用

いられている査の半数は鉄製である。上製の蛍は安価だ

が，擦れやすャ。 1人が1台の lathaを動かすのだが，

少なくとも：H，の lathaが同時に同じ井戸で用いられる

のが普通である。配水にあたる人は 1人で十分である．

井戸の深さが25～初腕尺であるところでは，多数のlatha

60 

が用いられる。深さが15腕尺以上あるときには，それは

飽き飽きする仕事であり，斜面を下る牡牛によって揚げ

られる革袋（mot）にはるかに劣る。しかし，ガンガー河

沿いの地帯を除いて，そのようなものが用いられるのは

稀である（注9）。

（注 1) Buch四組， F.,An ,rlccountザtheDistrict 

of Pu1・11eain 1809-10, Patna, 1928, pp. 409-410. 

19-fll：中t'.'＇＇黙の燥機具として以下のものがあげられて
一司

L、，J0 

1) hiiトー－~＇10 :f]＇！.排するおーが掘る制柄（lagan），烈刃

(phal），役官怖をつなぐ杭（juaまf二は palo), ;!j＇！をまっ

す〈にするための木製模（kanialまたは sanal）。

2) chaukI一一一紀としご閉し川、） llる貰い角材。それが

,;1かれると？には人が Hこ，，：ち，昨｜のための読みを

加える。

3) bidii－役裕・が引く大きな杷。公い杷T<!) ,') L、た

｛／~付に木製の釘が’〉けられている。

4) kachia一一鎌。

5) pasnr一一除草にIllし、られる小鋤。刃は 3～4イ

ンチ平方で， i毛さ 6インチの柄がつけられている。

6) kodalr一一土を掘るのに斤lL、られるつるはしのー

締。柄♂）長ーさが15インチのものと， 24インチのものが

ji，る。
7) dagia一一一山下（Hunter,W. W., A Statistical 

Accountザ Bengal,London, 1875-78, Vol. 15, pp. 

309→310.）。両者の燥機具日銀が若干異なっているけ

れども， l何者作 ftわせたものが一般的なものとみてよ

かろう。 miiiに’ぺ、てはつぎのような説明が与えられ

ている。 「杷・伴土具。 2本の長い竹の聞に短い竹を

繍 J三状につけた札の。土塊をji/f'I,、たり，覇1耕後の耕地

を均平するのに用いんれる。ヰi.＋に抗で撃X，御者は

低みを加えるためにそのとに立つ（Hunter,op. cit .. 

Vol. 9, p. 109）。ハンターの資料によれば， miiiは現

イ1=})｛ ンi、のi!可ベンガノレ州とパングラデシーーで一般に

川い L,nてわり‘ ソ内ノLユヤ－ U，＼はちょうどそのi克界に

あたるように思われる。 bidiil立ベンガノレでi土木製あ

るいは竹製ご，鉄製の倣あるいは竹製の備がつけられ

ていた。主として水田のllll引き，除"JI,：に用1、f》れてい

た（Hunter,op. cit., Vol. 1, p. 159, Vol. 7, p. 396, 

Vol. 9, p. 109など参照〕。

（注2）以下の叙述は， Buchanan,op. cit., pp. 

344-351. 

（注3) ハンターによれば漫種の期間は4～5日間



と』 I Lてし、る。 mt片付，v棋の、I'・Y-J似国：U 10aに ＇） ラ杭l

で160キ＂グヲムであ＇.• f二（Hunter，ο＇／＇・ cit .. Vol. 15, 

p. 281.）。ゾキ γーj ，れあげている数7’を10a・1'1 'I I：州

民:i:・rるど， 15(H・ ＂グラムになる。

Cil' 4) ハ γ ターに上 11ば，訴の取初のfl年°fitiiをWlltl!

は10～12P＇司有＇！tlfされ乙。 4月tたlt 5 Jlに撒様。彬前

が刊さ （－， { Cノ Tーになるそ，！日l引 lラ・ l徐れの fめに 1杷

がかけ 1',1¥ろ。 RJJ t /: It 9 J 1に収終’0 1'1i11税It:l2科

(Hunter, of>. dt, Vol. 15, p. 282.）。

「i];5) ハンターはずHU午りおよび防11/flこ／川、、てJ

！〈述べていろ。 「，m常令官，の雨の附ど， 5f]に hirar

巳i苧ばれるm1巳が4同剤耕され，種子が厚めに痛かれ

る。発芳てすろ頃，移柏のために他の闇場が準備される。

その頃には雨車内：iJ1i主り，間場に（i水を貯fflする7・め

の低いlllt畔が「Ft，れる。それかムそれはくり返［君”＇ 111'

きれ，水が士i責に湾〕塗 L,f::体が！亨いtit!にきれる。ぞれ

かん稚前が前I＼か↓.＼Jf1「》 il, 9インチ問摘に梢えられ

る。年ぐの冬伺は主た撒J需hぎれるが、これは’l:iff:it

：！）伐L、，安易な耕作方法である。も 14月と 5!lに前

f止を＋分に準備するに H・｝なほどに早い雨が降J1If. 

i王そん 1:・すベて移楠される。しかし， I. t:l: Lば＇I＇.ずろ

二とだが， 日月中旬に定期限Ji輔が円寄りは了める l狗に令

然！？年同がな：tHIf，撒構f市の商積が大幅に土特加寸 7),, 

劣等衛のある i，の［土 5～ 6月に機織， 6-8月に移！［Ii,

10～12月に刈り取る。 23轡。劣等種の別のものは 4～

日月にlt種， 5～ 6月に移楠， 12月に刈り取る。 13額。

優良種！土 5～7月に様車重， 7月1円～ 9月15rlに移納，

10月末～11月に刈り取る。水があまり必要でプ川、。 24

符（Hunter，。，p.cit., Vol. 15. pp. 283円 284ふ

（注6) Buchanan, op. cit., p. 411. 

0¥. 7) Buchanan, F., An ,4ccountοF the Di.~t

ricts of Bihm・ and Patna in 1811-1812, Patna, n. 

cl. pp. 531-532. 

ハンターは19lfl: f;i_~ I~ I業の農機Jl,': Iて以下のものを

もffてL、る。

1) hal一一！”。ハルそのもの，寸／川内， l：合切る

鉄が同定されている三角形の木材。それに 1れを運転す

る木製の柄（langa）がついている。申~ (juath）刊Lfl央

に峨（haris）が同定きれる。艇は引 l・の望自の濯の，111に

賢治、il，瀕に巻かれる革紐 (joti）でそこに同定される。

2) chaukl－－一杷。 ＋塊を砕〈木製用兵で， 杭につ

け「〉れた$1:J.n (zanzir）でもって，通常 O!iの~n·iがiJf

くQ
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3) tanrii－·一木製の~0 ） ついた片さ約5フィートの斗l

，，；υ）） 竹悦JIJjしで，六i需き寸る Eきに司＇（ Lこ（・J・l「二！Iいぜ、る。

4) hasua ーイ｜物の）（iJJ［~／ ll lこ（史iJれる， I七ペ約 lノ

ィートの木製の附の v ) L、た， llilがっ允鉄製川jしである。

日） kodah-J生さ 12～14イン千，楓8～10インチv!

；，＿.しード If;を Itニ鉄製刃o ..• ；，；／，＼に穴があり，そこ！こJ,

~ 2. 5ソィートほどゾ）木製の柄をつりる。

G) phaora…－kodali と［Ti]I：形で，やや大きい。

7) khurpa主fL士kh百円万一一除草、JIIJいj、、円、鉄製JII

J ，，。 3～4インチミド ｝Jの刃があり，その一昔前に長さ約

行インチの制がつけられている。

8) tangii－－一木を伐採するためにml、る斧。

9) tangI一一同ピ種類の小きい斧。

10) kainta－一ー士主が kodiiliのように用いる。刃が

エれより狭く，厚L、。

11) riimii－・一一移憾のf：めにrn'、る長く，綱 l、先の＇.／ミ

叶 F：鉄製川氏。

12) khanti一一長L、竹の柄のついた小さい鉄製刃。 4く

が必要になったとき，溜 itlt(ahar）を切るのに用いる

(Hunter, op. cit., Vol. 12, p. 96.）。

(ii' 8 ) Buchanan，ノ＼nAccount of the Districts 

円fRihar ..... ・, pp. 493-494.ハン勿ーl士ガヤー県の抗日

l'n~ ついてつ t干の上司に記述している。大目I] I,て， 2

穐実！！一一七hadaiと kharifがある。何者ともに6月七

7月初めに橋積される。前者は撒撚で，60日で刈 η取心

れる（そのため sAthiadhan と呼ばれる〉。後者はー較

に低地にJ脅かれ， 7月または 8月に移附され，12月また

は 1月になってか九刈り取むれる。撒掃の稲はbe.wag,

移相納は ropaと呼ばれる。雨が降らないときは稲l土

移Wlできず，飼料として又ljり取られる。品稀は 59傾

(Hunter，。p.cit., Vol. 12, pp. 82-83）。パートサ－，ii

れよ rf,ベハ←ル県における夏桁，長手術のl'H、jlfli積の7刊

{rはそれぞれ 3.7%と96.3%であった。夏稲「I付j也の

日9.6%に冬作物が主主矯されていた。その主なものは

butまたは chana，大変， ,J、安，masurであ円た。冬稲

の棟J需と移fl/Iの河Htはそれぞれ50.9%と49.1%で，は

ぽ、＇！＇：々 であった。撤擦の場合には後 f'I：されるmi積の；判

{ti t37.5%，移Mの場合には39.7%であった。後作物

It h自の問に機種され，稲の）（lj耳元り後に成熟する khesari

: nf-ばれる立の一種と豆（pease）であった。稲の単位

稲積三".Iり収量は 1ピーガー当り平均撒播冬稲が 2仰セ

ール，移納冬HRが240セーノレであった。これは107-

1りμ換算して，それぞれ137キ μ グラムと 165田川＇μ
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クラムいなろ。ただし， F型か玄米かfjj],it.!されてトない

けれども，れそらくは籾ではなL、かと .11よわれる（Buch-

anan, il "lccowit qゾtheDistrict of Bihm・M ・－－，

pp. 739-740, Table No. 16 ;t, J cf p. 749, Table 

No. 17より鉱山）。 19［世紀I十1集のパトナー県，））二玄米以

、＇＇1IJ以比は138～221キロノ”ラム，ガヤーリ，tでは 110キ

ロ7ヲム， Iャーハーハード以でii!1Hct87.8キログラ

ム，撒J捺冬焔87.8キログラム，移ll(i冬稲138～150干 n

グラムであった（Hunter, op. cit., Vol. 11, p. 117, 

Vol. 12, pp. 82, 231）。

Ci主9) Buchanan, .:1 A.ccount of the IJistrist uf 

Bihar・・…・， pp.533--5360ハンターによれば，｝同水「l!!

J）位置する付の農民；土水を無料で利 HJできたけれど

も，近隣の村々の者は 1ビーカーにつき三Y均87ン十

支払わなければ公らなかった（Hunter,oρ. cit., Vol. 

12, p. 107）。

むすび

以上に紹介した三つの時代の稲作に関する記述を比較

して，インドにおける稲作技術の発達史上の若干の問題

点と特徴を指摘してみたい。

まず最初に農機具についてみると，「クリ、ン・パラーシ

ャラ』に出てくる viddhakaと madikaあるいは ma-

yikaが注目される。これは今日西ベンガルで広く用いら

れている bide.とmalであることは間違いない。それら

がいつ頃から使われだしたかは，正確にはわからない。

だが，膏カ農具のうちで，型以外に全インド的に共通する

名称をもったものがほとんどないところから推測して古

代末期から中世前期にかけて，各地方の自然条件に適応

するように農機具が工夫されたり，改良されたものと考

えられる。これは西紀後4世紀以降広範に行なわれるよ

うになったバラモンへの土地施与に伴って，彼らの暦法，

天文学，当時の先進地帯の農業技術に関する知識がイン

ド各地に伝播されたことと関連するのではないだろうか

住 1)。手労働道具の種頬・形態・品質・機能の変化がい

つ頃，どのようにして生じたかについてはまったく知ら

れていない。鍬が作業に応じて分化してきたことは明ら

かである。

稲の品種で重要なのは saliの発見である。それが最初

から田植え法E結びついていたかどうかははっきりしな

いけれども，西紀後4世紀の文献に田植えに関する言及

のあるところから推察して，西紀前から行なわれていた

ものと考えられる。 『クリシ・パラーシ γラ』の時代に
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はすでに田植えがかなり広まっていた。イギリス統治直

後のピハールの－・地方では稲作面積のほぼ半分が回棟え

されていた。ただ，それがモンスーンの到来の時期および

降水量に左右されてU、たことは，インドの稲作技術の発

肢を制約する要因として重要である。田植えと並んでイ

ギリス統治初期の文献に指摘されている種籾の浸水法・

芽出L揺きがいつ頃から始まったのかは明らかでない。

中世の南インドの農書には間違いなく浸種法を示す記述

がみられる（注2）。したがって，かなり古くから行なわれ

ていたことは疑いなし、。イギリス統治直後には各県で数

十種の稲が栽培されていたけれども，品種の発見・改良・

育成につU、ては詳しいことはほとんど何も知られていな

い。耕転，整地，除草，中干し，刈り取り，脱穀の作業

過桜は中世以降変わっていなし、ように思われる。

稲wにおける肥料の種瀕，施肥の方法もいまだにゆjら

かにされていない。イギリス統治初期には苗代以外には

ほとんどまったく施肥されていなかったようである。豆

科の作物を(11:3）間作することによって地力の維持が図ら

れていたと思われる。

港紙の水源と揚水手段についてみると，マガダ国・マ

ウリヤ王朝時代とイギリス統治初期の状態は相似たもの

であった。しかしはねつるベの壷が素焼きの土製のも

のから鉄製のものに変わってきていたことが注目され

る。また，村を越えたある地域を受益する貯水池・用水

路の建造・維持にザミーンダール層が当たっていたこと

は興味深い。全体として天水依存度が高く，稲作におけ

る濃慨は降水量が不足なときまたは雨が規則的に降らな

かったときに必要とされた（注4）。

以上のことから，東北インドにおける在来の稲作技術

の発達の特徴として，不規則なモンスーンに対処するこ

とを主なll的とした，作物の品種の選択・改良，撒橋稲

の品種と移納稲の品種の適当な選定と組合わせ，間作－

j昆j俸の普及のような，栽絡方法に関する知識・技能の集

積をあげることができょう。

土地生産性の歴史的変遷を確定する史料は乏しいが，

移値稲の普及および間作などによる地力樹寺の方法の確

立とともに上昇してきたことは疑いなU、。 1810年代に平

均反収100～130キログラムに達していたことはその当時

の資料から明らかである（注5）。

Ci主1) Kosambi, D. D., An Introduction to the 

Study of Indian Histoヴ， Bombay,1956, p. 291. 

Sharma, R. S., Indian Feudalism (c. 3仰ー1200)

Calcutta, 1965, p. 270. 



（注2) 『アルタシャース l、ラ』に、知穂lt 7 Hf'UJ 

lln (11{は〕箆にあて， (H;t）烈℃t；吃i:¥・九－； る」と：，Eへ

られているけれども，これが後 f：｝） 段水訟を’J行Lてい

るふかどうかIt怖かでない（Kangle,op. cit., p. 174）。

(ii;3) イン？、における 1::1作・泥怖のJ立嬰M，に v ) L、

三u, The I山1地rial Gazetteer of India; The 

Indian Empi，で， Vol.3, Oxford, 1908, p. 23. 

（山 4) ガヤ－u;i ,11 rm fr 1 こ’ついてっき，＇）ように；•G ベ

りれている。「（111tifiえのあと〕 fii11t9 JJ米同まで水に

よって！或烈Lするままにしておかれる。そ、りあと，］（がが

とされ，聞は15111:n乾いたままにしておかれる。そ 7)

1ちと］ヰぴノ•J，が人れられる。 nigar として知られるこの

('p業νつために，稲がず己熱ナるには降雨，またはそれがな

い場合には猫獄が必要になる。この後JtJJu J Hsi (hathiya) 

は冬作物を熱させるだけではなく， °fr'l'J＇物の j番組に必

要心；水分を与えるためにも必要とされ， l ＇，ド中てもっ

とも重要なも ｝） である。この時）切にlliが！？骨九公いか，

またほ人工水iii；！から水が確保されない場合には，「Fta

はfr'i,fl, fo伴、＇flこしかならなし、。しかし， :f.W¥lf'',Jな1年rn

があるか，あ芯L、iiアーハノレ，パイン（）日本路）によ

って港取され乙ならば，附l土11月または12月に’l：熟す

る。リ（RoyChau【lhary,P. C., Bihar District Ga-

zetteer; Gaya, Patna, 1957, p. 196.）。
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ガヤー県のJ-1別平fド降水盆

（年内総降水型：＝44.96インチ）

1 2 3 4 3 6 7 8 ・ 9 10 11 12月

（資干の Bihar District Gazetteers; Caya, Patna, 

1957, p. 15. 

(i:l:ニ5) ffjiJ時代末!VIの日本の以Jillが1正i2 --1宇 8升

であったとし、われる。これと比較してそれほど低いと

はい去ない水準にあったといえよう（柳川凶リ1はか

『稲の 13本史』上筑摩3房 1963＇＜ド 280ベージ〉。

〔｛局在研究iri：〕

発展途上国の経済開発は，各々の国の経済活動水準に

対応して一定の水準の社会資本が維持されなければ，順

調な発展は期待できないという基本的認識の上に立ち，

アジアの主要国の社会資本の問題に計量的な接近を試み

る。

日本や欧米先進諸国から最新の石油化学工業技術を導

入するなど，新しい技術体系に基づく社会をっくり上げ

る実験過程にある中国に，技術と資源の総合利用といろ

面から取り組む。
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’＂＇・1111111”””＂””’”””””・”””’””””・・・’””””“”””””””””””””’””・”’”””””’・””’””””””””＂’ 11111111111’”””””’”“””B・M・－””””””’・””””’”””’＂・ E・H’IIIIUIHII ,- 曙』』·~胸・・e・a ー’‘’

63 


